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ボート部・カヌー部代表者 各位 

◇メンテナンス講習会を開催しました！ 
今年のメンテナンス講習会は 2/5～7 に開催し、11 名の方にご参加いただきました。うれし

いご感想をお寄せ下さいましたので一部抜粋してご紹介します。ありがとうございました。 

・補修に関してもあそこまで自分で出来るとは思いませんでしたし、やるものだとも思って

いませんでした。正直言って仕上がり具合に自分でもビックリしました。 

・生徒達に修理の様子や艇の製造工程の話などをするととても驚いた様子でした。次は修理

の腕で生徒達を驚かせなければなりませんね。 

・生徒を指導する時も「艇を大切に扱いなさい」と言ってはいるものの、なかなか深みのあ 

 る指導にはなっていません。生徒の中には「先生に怒られるから大切に使う」という者もいるかもしれません。しかし、そ

れは作っている方のイメージを私自身が持っていないことが一番の原因だと反省しています。ＤＶＤと工場見学の際に撮影

させていただいた写真を生徒達に見せて、君たちが乗っているボートには一生懸命こだわりを持って作ってくれている方が

いるんだぞ！となぜ大切に艇を扱う必要があるのかという点まで踏み込んで指導をしたいと思います。 

◇湖上通勤初体験【香川】 
元社員の香川と申します。ボートライフを新たに始めるべく、見習いとして桑野造船に 2月

よりお世話になっています。現在修理や艤装などの作業をさせてもらっています。また先日

は、湖上通勤というまたとない貴重な体験をさせてもらいました。今回はその感想を簡単に

述べさせて頂きます。こちらへ来てからひと月経ちますが、日々の仕事で印象深いのは、社

員の時間の使い方の巧さと会社のチームワークの良さです。社員の皆さんは各ポジションで

無駄なく仕事を完遂していき、また、事務と職人が作業内容を相談し合う姿が毎日見られま

す。社内の雰囲気が良いので私も日々楽しく作業できています。湖上通勤は整調が私、バウ

が社長でコスタルボートにて一路瀬田を目指しました。社員の皆さんのありがたい見送りを 

受け、漕ぎ出した後しばらくは快調だったのですが、程なくコンディションが荒れてきました。どんどん波が砕けて白波にな

るのが分かります。「今回はコスタルやから行けるんやで。普通の競漕艇やったらアウトやな。」と社長。今回絶対「怖い」と

言わないと自分に誓って望みましたが、はっきり言って怖いです。艇上で見た事もない高さの波がどんどん艇を襲います。 

ガンネルから容赦なく水が入ってきます。テールがドリフトを繰り返します。手の左右が頻繁に逆になります。体力がどんど

ん無くなっていくのを感じます。「ヒッヒッヒ、ええ感じになってきたな。」と後ろで笑う社長が唯一得られる安心感でした。

荒れ模様は最後まで続き、辺りが真っ暗になった頃、元気なバウと雑巾のようになった整調が無事？瀬田に到着しました。 

◇お知らせ 
＊全国高校選抜ボート大会に出店します 

3/20～22 に静岡県・天竜で開催される高校選抜大会に今年も出店します。現地でボートパーツのご購入予定などございました

ら、品切れを防ぐため、なるべく事前にお知らせください。シューズＡ（旧タイプ・特価品・¥4,500）も、S/M/LLL ともにあ

と少し在庫があります。旧規格艇用（2つ穴）には加工が必要ですので、こちらも早めにご連絡ください。 

＊ＩＤＢＦ公認 ドラゴンボート・パドル まもなく販売開始予定 

IDBF（国際ドラゴンボート連盟）公認で、公式競技にも使用できるドラゴンボート用パドル、およびドラゴンボートがまもな

く販売開始の見込みです。JDBF とも調整をすすめ、正式に発売開始が決まりましたら再度お知らせします。 

 

BOAT TIMES の配信停止をご希望される方は、お手数ですが FAX (077-573-8002)又は E-Mail（kuwano@k-boat.co.jp）で 

弊社までご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。 

お手数ですがボート・カヌー関係者へお渡しください。 

ボート競技では艇の普及と廉価で公平なレース開催を目的に主催者

配艇が維持されてきました。ここに来て国体･インターハイの自馬自

艇参加を加速する圧力が高まってきました。一番の理由は主催行政側

の負担が大きいことです。しかし、自艇制を先に導入したカヌーやヨ

ット競技からは競技団体数の縮小等マイナス面が伝わってきます。ボ

ート競技でも自艇参加が避けられないのならその結果をよくシミュ

レーションして充分な対策を打ってから実施する事が重要と思いま

す。配艇に代わる艇の貸与システムの構築、高級艇競争に走らないた

めの規制検討、運搬が可能な道交法の改正運動･･･等です。【古川】 

未来に向かって進化 
－お客さまの役にたつ存在になる－ 

＊総てに挑戦  
プロの仕事に徹する   

＊存在価値の追求  
国内メーカーとしての価値を高める   

＊スピードアップ  
総ての仕事に納期を設定する 


